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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・院内の感染状況が沈静化により通行制限解除となる。3/3(火)3/4(水)第6回法人研修の出入りも通常通りに通行出来るとの事。

・溝越　キク様～3/5(木)13：00～症例検討会を実施予定。場所(西病棟Bユニットミーティングルーム)

・種本　サハ様～3/4（水）15：30より、デイケアにてケア会議を実施予定。

・団体総合生活補償保険　締切日3/13（金）。申請希望者がいる場合は、対応していく。

＜利用者情報＞
・青木　紀子様～父親の件にて本人より相談がある。手術が4月の予定だったが､検査の結果､本人曰く｢良くも悪くもないと医師に言われた｣とのことで､手術日は未定になったと話している。これまで､就労については父親の手術が終わり､落ち着いてから進めることとしていたが､本人は｢父親の手術も未定になったし､自分の気持ちも落ちついているから､良ければ進めてみたい｣と話している。父親や兄･姉からも､｢いつ手術するか分からないし､自分自身のことを優先した方が良い｣｢（青木紀子様も）良い年なんだから､そろそろ進めてみたら｣等と言われていることを話している。就労と父親の体調のことを同時に抱えることで､不安が強まらないか本人へ振り返ると､｢別のこととして､考えている｣｢今は､父親のところへ月2回様子見に行くことで､安心もしている｣等と話している。主治医の了解も必要であることを伝え､次回外来時､主治医へ自分の気持ちを伝えて相談してみることを勧めている。

・繁名　和恵様～来所後、お尻から前にかけて痒いとの訴え聞かれている。婦人科で処方された軟膏を部屋に忘れてきたと話されスタッフと一緒に取りに行かれている。その後は、笑顔も戻り穏やかに経過されている。

・平　　康子様～本日、頭痛の訴えあり休みたいと連絡あり、スタッフが話を聞く事で遅れても来所するとの事。スタッフが電話連絡するも出ず、スタッフが訪問するとコタツで居眠りされている。声掛けに「寝てしまった」と話され、すぐ準備され来所されている。

・溝越　キク様～本日午前中、体験利用を実施。運動療法（レクダンス）に積極的に参加されている。｢エアロビにも参加したい｣と訴えており､エアロビクスを実施している日時等について説明している。

・種本　サハ様～財布が見つからないから休みたいと連絡が入る。GHの世話人と一緒に探すよう伝えている。その後一緒に探して貰い財布が見つかり来所されている。また、薬包確認時、昨日就床前薬を飲んだと話すが空包はなく、帰宅後探して見るとは話している。日中は居眠りなく活動良好。

・淡路智恵子様～前回外来時、「先生に一杯話を聞いて貰いたいから入院したい」等の訴えあり、本人の今までの経過内容、グループホームの利用者に対し不満持っている事等を伝えている。本人が不満に思っている事や話したい内容等をノートにメモをして貰い、一週間に一度の割合で本人の訴えを傾聴するよう指示を受けている。

＜外来情報＞
大下　良悦様・山田　隆雄様～本日､肺炎球菌ワクチン接種を実施。

